
平成２９年３月 鴻巣市議会定例会一般質問 

 

質問日平成２９年３月９日（木） 

 

質問順位１ 橋本  稔 （一問一答式） 

 

１ 市民行政 

 (1) コンビニ活用について 

  ア 各種証明書の発行について 

   (ア) １０月開始の状況について 

   (イ) マイナンバーカードについて 

   (ウ) 周知について 

  イ ＡＥＤ設置について 

 

２ 建設行政 

 (1) 通学路の安全対策について 

ア 通学路一斉点検の状況は 

イ 荒川左岸通線開通後の安全対策は 

  ウ 交通安全対策費について 

 

３ 総務行政 

 (1) 青パトについて 

  ア 現状について 

  イ 各地域での拡大について 

 

４ 環境経済行政 

 (1) 小型家電ボックス設置 

  ア 携帯電話回収について 

 

 

 

質問順位２ 田中 克美 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 環境経済行政について 

 (1) 企業誘致について 

  ア 企業誘致の取組状況は 



  イ 今後の取組は 

 (2) 第７回こうのす花まつりについて 

  ア 今までの花まつりについて 

イ 今回の花まつりについて 

 (3) 古民家に対しての市の支援について 

  ア 古民家の歴史について 

   (ア) 調査と文化財指定について 

   (イ) 保存等による支援について 

  イ 本市観光行政への影響について 

   (ア) 本市観光での活用について 

 

２ 企画行政について 

 (1) 婚活こうのすについて 

  ア マッチングシステムの内容と活用方法について 

  イ 登録者等はどのように募集するのか 

  ウ 今後の予定について 

 

 

 

質問順位３ 加藤 英樹 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 福祉こども行政 

 (1) 障がい者等の低所得者への福祉サービスの推進について 

  ア サービス提供量の見込みについて、近年の状況を見据えた中で、平成２９ 

年度についてをどのように分析されているか 

  イ 障がい者、障がい児、ひとり親家庭等に対する福祉サービスを必要な方に 

ご利用いただくための工夫は 

 

２ 健康づくり行政 

 (1) 医療の機関等をつなぐ情報連携の仕組みの構築について 

  ア 地域医療ＩＴネットワークシステムの構築の検討状況は 

  イ 本市の現在の関わり方と今後の役割は 

 

３ 教育総務行政 

 (1) 鴻巣市立小・中学校適正規模及び適正配置について 

  ア 笠原小学校の適正規模・適正配置に関するアンケート調査結果報告会及び 



市長との懇談会の内容について 

  イ 第４回鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会の審議内容について 

  ウ 今後の方向性について 

 

 

 

質問順位４ 菅野 博子 （一問一答式） 

 

１ 都市整備行政への市長の政治姿勢 

(1) 鴻巣駅東口再開発事業 

  ア 住宅棟空床対策 

    多大な税投下された、駅前の一等地の空床の今後の抜本的見直し 

  イ 映画館 

    ティ・ジョイへの指定管理が、２０１７年度で終わる。今後はシネマック 

ス同様貸館とすべき 

(2) 鴻巣駅東口駅通り地区再開発事業 

  ア 訴訟への対応 

    再開発では保留地取得は違法。分有分棟も可能。法に従い正すこと 

イ ２０１７年度以降の県補助の見込み 

  ウ 権利変換計画の見直し 

（ア）組合内の合意である「『正常価格』で評価を」無視して一部の土地を高め 

に評価している（例「奥行長大」本来２～３割減価「旗竿状地」本来４ 

～５割減価だが両方とも１割しか減価していない） 

（イ）住宅地として評価すべきところも商業地として大幅に高値で評価 

（ウ）評価基準日現在の土地価格比準表を使用せず、古い土地価格比準表を使 

用している 

（エ）地権者に一覧表で評価額を示し、納得のいく事業とすべき（縦覧者は１ 

３回１０人でしかない） 

  エ 無地番の土地 

    本来国の所有である。税所有権の設定など今後の対応 

 

２ 学校教育行政 

 (1) 中学校の部活 

    休養日の設定状況、全員加入強制はしないことへの取組を問う 

 

 



３ 福祉こども行政 

 (1) 放課後児童クラブ 

ア 現場を良く見廻り、保育条件の向上を 

  （プレハブ対策、障がい児対応、保育内容など） 

イ 支援員の異動も随時進め、風通しの良い子ども本位の保育を 

 

４ 健康づくり行政 

(1) 高齢者の生きがいを守る外出支援策 

７５歳以上、６５歳以上で免許をもっていない人、免許を自主返納した方、

障がいのある方にタクシーの運賃補助を 

    (例 １人乗車―運賃の半額上限１，０００円、相乗り最大１人５００円） 

 

 

 


